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慶應義塾大学先端生命科学研究所 
「からだ館」がん情報ステーション 

秋山美紀、齊藤彩、日下部ゆき 

http://karadakan.jp/�


鶴岡市 

酒田市 

遊佐町 

三川町 

庄内町 

人口 138,488人 
    男性：66,087人 
    女性：72,401人 
 

世帯数 47,546世帯 
（住民基本台帳2010年4月30日）  

 
面積 1311.51km2 

              (東京都23区:621km2) 
 
老年人口（65歳以上）割合 
 28.95％（H24.3月） 

山形県鶴岡市 

（2005年国勢調査） 
鶴岡地域 98,127人 
藤島地域 11,595人 
羽黒地域  9,323人 
櫛引地域   8,320人 
朝日地域   5,378人 
温海地域   9,641人 

就業者数
(2005) 

総数 71,557人 
 第１次産業 7,656人 (稲作・だだ茶豆・庄内柿) 
 第２次産業 22,292人 (半導体等) 
 第３次産業 41,463人 (観光) 

山形市 
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鶴岡地域 



鶴岡地域の健康状況 

• がん、脳卒中リスク 
 

• 高齢化に伴う糖尿病、認知機能低下、感覚器機能、
運動器機能低下のリスク 

4 4 

がん 
31% 

心臓病 
16% 

脳血管 
疾患 
12% 

その他 
38% 

自殺 
3% SMRの比較 

 がん  ＋8％（男性） 
    ＋6％（女性） 
 心臓病 ＋10％（男性） 
    ±0％（女性） 
 脳血管疾患 ＋8％（男性） 
     ＋14％（女性） 
 自殺  ＋67％（男性） 
  ＋27％（女性）  

庄内保健所まとめ。左はH20、右はH15～H19 



「からだ館」がん情報ステーションとは、
http://karadakan.jp/ 

慶應義塾大学先端生命科学研究所のプロジェクト 
2007年11月に、鶴岡市と2大学が共同運営する 
公共図書館内にオープン 
 

 
 

http://karadakan.jp/�
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karadakan.jp 



書籍約1500冊（診療ガイドライン、解説書、闘病記

等）、パンフレット約50種、患者会会報（約30団体）、

インターネット 
常駐する相談員が情報探しをサポート 

 
 

がんの情報収集と相談の場 



元気に生きるための交流の場 
健康や予防についての各種勉強会、出前講座、

料理教室、見学会・・・ 
患者サロン「にこにこ倶楽部」でのピアサポート 
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背景 

○患者からの情報発信、患者同士のネットワークへの注目 
 
○「患者コーディネーター」の育成開始 
 
○NBMが注目され、闘病経験者の声がインターネット上に（Dipex等） 

患者による情報発信、闘病経験の社会資源化への関心 

○「医療提供体制の改革のビジョン」（2003）：「患者の視点の尊重」が柱に 
 
○「がん対策推進アクションプラン2005」→ 「がん対策基本法」（2006年6月） 
 
○国立がんセンター がん対策情報センターが一般向けの情報提供開始  
  （2006年10月） 
○「相談支援センター」設置が、「がん診療連携拠点病院」の要件に 

がん患者からの情報ニーズ  情報提供に向かう政策 

設立の背景（2006年頃） 



事前調査：病気や治療法について調べる手段 
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階層抽出法で庄内地区の住民300名に質問紙を郵送（2007年2月） 
Ｎ＝２６９ （回答率８９％）、複数回答可。数字は％ 



事前調査：住民が得たい情報 
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Ｎ＝２６９ （回答率８９％）、複数回答可。数字は％ 



市民の声（ヒアリング調査から） 

• 父の告知を一人で受け止めた。動揺し、頭が真っ白
になった。心を落ち着かせようと思ったが、気持ちを
整理する場所も泣く場所も病院にはない。 

•  いつももう少し話したいけれど、時間がない 
• 他の治療法を訊こうとしたら、医師を立腹させてしま
い、十分な話をきくことができなかったことが何より悲
しかった。 

• 先生の話を聞いてたけど、良くわからなかった。知識
がないのでただ返事をするしかなかった。 

• 選択する上でのいろいろな情報がその当時十分得る
ことができなかったため、セカンドオピニオンを聞きに
行き、決断しました。 
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医療者の声（ヒアリング調査から） 

• 予防や健康、からだについての教育も大切 。 
• 一般市民に、死生観や「良く生きる」といったテーマで
啓発が必要。  

• 患者だけでなく家族への教育や啓発が必要。 
• 訪問看護師や介護職種など、がん患者に関わる人す
べての勉強が必要。 

• 市民の意識も変わっていかないといけないが、講演
会をやっても浸透するには時間がかかるだろう。 

• 遺族のグリーフケアの資源がない。 
• 患者と医療者間のコミュニケーションを支援する形で
の情報提供を望む。 13 



からだ館がん情報ステーションのミッション 
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住民の健康レベルと 
QOL（Quality of Life)の向上 

 
 

同じ悩みを持つ人の 
出会い、闘病経験の 
社会還元の支援 

 
 
 
 

 
 
 

相談や情報提供を 
行える人材を 
地域に育成 

 
 
 
 
 

 
患者や家族の 

自己決定のための 
相談支援 

 
 
 

疾患、予防、治療法、 
術後の生活等に関する 

学びの支援 
 
 

地域の多様な主体（大学、行政、医療機関、ボ
ランティア）の協働による社会的サポート 



相 談 ー情報探しのお手伝いー 



患者同士の支え合いの場 
• 患者さん・ご家族のサロン開催 

にこにこ倶楽部（からだ館が主催するお茶会） 

  毎月第一金曜日 

  からだ館と同じ建物の３Ｆセミナー室にて 
・がん患者さんとそのご家族どなたでも参加できます 

・他の患者さんの経験を聞いて、気持ちが楽になったり、 

 悩みを解決できることもあります。 

 

飲み物はセルフサービスで 
緑茶 紅茶 コーヒーなど 
お好きなものをご自由に 



仲間とともに 
  にこにこ倶楽部 
    
 



第47回    にこにこ倶楽部 
      2013.10.4 

初出張 



からだ館見学会に  
にこにこ倶楽部初回から参加のKさん登場 

Kさんはからだ館の強力サポーター 
見学会参加者に 患者目線でのお話をしてくだいました。 
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第2回勉強会「胃を切った人のための食事」 

第8回勉強会「がん検診よもやま話」 

か ら だ 館 勉 強 会 
さまざまな講義・実技などを通した学びの場を提供しています。 



か ら だ 館 勉 強 会 



2007年11月25日  第1回 からだ館開設記念シンポジウム 
 
2013年3月2日 第16回 「庄内でいのち輝かせよう！」 
2013年7月15日    第17回 地域をかえる「つながる力」 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・ 



子 ど も 達 が 命 に つ い て 考 え る 
様 々 な ワ ー ク シ ョ ッ プ 



食べてみよう！ 

２０１２．４．２７開催 
～貧血予防～ 

２０１２．６．２３開催 
～胃を切った人～ 

２０１２．９．２８開催 
～飲み込みが悪い人も 

    おいしく食べる秘訣～ 

2012.12.2開催 
～糖尿病の人向けの食事～ 

ワンコイン健康料理教室 

まずは勉強！病気を知ろう！ 

病気や症状について、まず勉強！
その後にそのテーマに合わせた調
理実習と試食をワンコイン「500円」
で行い大好評！ 

H２５年度は・・・ 
第1回 ロコモ予防 (5/10, 5/31) 
第2回 糖尿病予防（9/5, 9/13) 
第3回 庄内の食と高血圧の関係 （11/29, 12/13） 

第4回 テーマ未定 

サポーター 
募集中！ 

仲間とつながろう！ 



からだ館禁煙プログラム 

迷っているなら試しに挑
戦してみませんか？ 

まずは気軽にお越しくだ
さい。 

 ①スタッフと1回目の面談  

          ようこそからだ館へ！ スタッフと面談をします。 
                         お話を聞かせてください。 
                    

 ②禁煙準備期間 自宅で喫煙日記をつけて自分の行動を知りましょう。 
          禁煙成功のヒントが隠されているかも？！ 
         「禁煙理由書」「禁煙宣言書」を準備しましょう。 
 
  ③スタッフと2回目の面談 
          あなたの喫煙行動パターンをみてあなたにあった 
          最良の禁煙方法を探しましょう！   
                 スケジュールを調整し いよいよ禁煙日決定           
             
  ④スタート 必要に応じてメールや電話、面談をし 
           頑張るあなたをサポートしていきます 
           
          肩の力を抜いてリラックスして始めましょう 
          ひとつひとつステップアップ             



からだ館の活動をお知らせ 
している、「からだ館通
信」２カ月ごとに発行。 

 
市内各コミュニィーセン

ターや酒田市・三川町・遊
佐町・庄内町の役所にも 

置かせていただいてます。 
 
HPからダウンロードもでき
ます。 

からだ館通信 



鶴岡における最近の健康・医療に関する地域プロジェクト 

緩和ケア 
庄内プロジェクト 
（2008年～） 

地域で安心して生活・療養する 
ケアの仕組み作りプロジェクト 

鶴岡みらい健康調査 
（2012年～） 

鶴岡市民・地域を健康にする 
予防医学・健康寿命プロジェクト 

鶴岡市健康なまちづくり協議会 

からだ館 
がん情報ステーション 

（2007年～） 
「市民の目線」の健康・医療情報 

支援プロジェクト 

在宅医療と介護の連携
（2012年～） 

鶴岡地区医師会を中心とした 
地域全体でケアを支え、安心して 
自宅で過ごすための取り組み 

国保ヘルスアップ事業
（2004年～） 

地域の創意工夫に基づき、生活 
習慣病の予備群に保健指導を実施 



 

広報つるおか 
2012年2月1日号 

山形新聞 
2012年1月28日  



私たちが目指すこと 

 
1. 健康寿命を伸ばす予防医学の

取り組み 
 

2. 機能が下がっても、地域で 
幸せに暮らせる取り組み 



「安心で幸せな気持ち」を支えるために 
－市民が主役、つながる保健と医療と介護－ 

からだの 

健康維持 

病気を 

早く見つける 

こころの 

健康維持 

病気を 

治す 

機能の回復と維持 

(リハビリ) 

生活・暮らし
の維持 

社会のつなが
りの維持 

ここをつなげる 
“地域のチカラ”が重要に！ 

保
健 

医
療 

介
護 

長生き、 
高齢社会では 

つなげる 
慶應先端研は一緒に 
取り組んでいきます 
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ご清聴ありがとうございました 
 

今後も庄内地域のために、 
皆さんと一緒に 

健康づくり活動を進めていきます。 
お気軽に声をおかけください。 
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